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放鳥から20年 コウノトリ

A： 円山川（兵庫県豊岡市）に集まった
　　コウノトリ

B： 兵庫県立コウノトリの郷公園による
　　試験放鳥

C： 神奈川県に飛来した栃木県生まれ
　　の個体

A・B： 兵庫県立コウノトリの郷公園提供
C： 重永明生 撮影

 か とう

加藤 ゆき（学芸員）

　近年、神奈川県をはじめ日本各地で

コウノトリの観察記録が増えています。

これらの多くは、兵庫県が野生復帰計画

に基づき放鳥した個体やその子孫です。

実は日本の在来個体群は1971年に野生

絶滅をしています。イネを踏み荒らす

害鳥として駆除されたことに加え、森林

伐採による営
えいそうぼく

巣木の減少や農薬に含ま

れる水銀の影響が大きかったようです。

　 最後まで個体群が残っていた但
た じ ま

馬

地方では、1958年に官民共同の『こうの

鳥保護協賛会』を設立、営巣木に代わる

人工巣
す と う

塔の設置や生息環境の復元等

の保護活動を行いました。1965年には

人工飼育を始め、2005年から飼育下で増

えた個体の試験放鳥を進めてきました。

　現在では、但馬地方をはじめ関東や

九州でも繁殖し、野外での生息数は

500羽を超えました。ほぼ全ての個体に

識別用の足輪が装着され、その由来は

兵庫県立コウノトリの郷公園のウェブサ

イトで公開されています。皆さんの近く

にコウノトリが訪れた時には、どの個体が

やってきたのか確認してみてください。
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図1.　研究に伴って生み出されるさまざまな記録資料. 今関六也菌類資料より. A： キノコの彩色

スケッチ（左）と白黒写真（右）. 同じ個体を写したものが1枚の台紙に貼られている, B： 他の研究
者の論文別刷り, C： 欧州の図鑑を書き写した写本, D： 論文の原稿．
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記録資料を残そう ー自然史のアーカイブズとは？ー 大坪 奏（学芸員）
おおつぼ かなで

　 2026年2月、企画展「自然史アーカイ

ブズをひらく」が始まります。動植物や

岩石等の自然史標本を紹介するいつも

の企画展とは異なり、今回の主役は、ス

ケッチ、メモ、写真等の「記録資料」で

す。『どういうこと？ その展示おもしろい

の？』『自然史アーカイブズって何？』 
と思った方にぜひ読んでいただきたい

のがこの記事です。

　 まずはみなさんのふだんの生活を

思い浮かべてみてください。私たちは、

日々さまざまなものを記録したり集めたり

しています。予定や事柄を記入する手帳

やメモ、勉強・仕事のためのノート、思い

出を残したりSNSにアップするための

写真や動画。学校から配られるプリント、

イベントのチラシ等も自然と集まってくる

かもしれません。生活の中で絶えず生み

出され蓄積されていくこれらこそが、

あなたにとっての「記録資料」です。紙か

デジタルデータか、あるいは重要かどうか

を問わず、個人の活動の証と言っても

いいでしょう。そして、どこかの段階で不要

なものは捨て、必要なものは整理して

保存しておく作業をするはずです。取って

おいたほうが良いという判断を下し、

適切な入れ物に入れて名前をつけて

整理し、いつか見返すときのために保存

する。

　 これらの一連の行為を経た記録資料

が、あなたの「アーカイブズ」となります。

これは身近な例ですが、主体が個人で

あれ組織であれ、活動の過程で生じた

記録資料を、後から参照可能な状態に

整理して保存したものがアーカイブズ

なのです。

　 さて、話を博物館に戻しましょう。本

企画展では、自然史科学の探求の過程

で生み出された記録資料を整理・保存

したものを“自然史アーカイブズ”と名

付けました。自然史アーカイブズは成り

立ちによって大きく以下の2つに分け

られます。

1） 研究者らが活動の中で生み出し集

めたスケッチ、メモ、写真、手紙、原稿等の

記録資料を、生命の星・地球博物館が

寄贈を受けて整理・保存したもの

2） 生命の星・地球博物館の活動に伴って

作られた標本採集記録、写真、動画等を

整理・保存したもの

　ここでは1）の研究者らのアーカイブズ

について紹介します。昭和期に活躍した

菌学研究者、今
いまぜき

関六
ろ く や

也氏の記録資料を

題材に、実際にどのような過程で記録

資料が生み出され当館に収蔵された

のか見ていきましょう。

研究とともに生み出される記録資料

　 昭和前期、日本では本格的な菌学

研究が始まったばかり。今関氏は国内の

どこにどんな種が生息しているのかを

把握するため、野山を歩いてキノコを採集

し、種を調べ記録する調査を精力的に

行いました。

　 現地の環境の様子や調査の状況は

フィールドノート等に記録しました。調査

から戻るとすぐに、採集したキノコを観察

しながら水彩絵の具を使って色や質感

等を描画しました。ときには研究室に所属

する画家が、研究者との共同作業で

詳細なスケッチ（図1A： 左）を描き上げ

ました。同時に写真（図1A： 右）を撮影

しておくこともありました。描画や撮影が

終わると、採集したキノコは腐らないよう

に乾燥させて博物館等の収蔵庫で標本

として保存しました。キノコは乾燥させる

と色や形が変わってしまうことが多くあり

ます。当時は白黒写真が主流であり、

写真だけでは色の記録を残せないため、

描画は重要な記録手段でした。

　 さて、採集したキノコの種を調べるため

には論文や図鑑等の文献（図1B）が必要

です。とはいえ、当時の日本では研究に

必要な文献がすべて簡単に手に入る

わけではありません。貴重な海外の専門

書等を他の研究者から借りて手書きで

写すようなことも行っていました（図1C）。
　新しい知見を確認すると、さらに時間を

かけて検討を重ね、論文の原稿（図1D）を
作成しました。論文を発表する際には、

対象種の特徴を図で表した図版も必要

です。そのためには描き溜めたスケッチを

元に論文用の図を作り直したりしました。



図2.　誰でも資料の情報を閲覧できる収蔵資料データベース. 
https://nh.kanagawa-museum.jp/kpmnh-collections/

図3. 明治時代の洋画家・標本画家 佐久間

文吾によるキノコの細密画.
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　 こうして、研究の進展とともにさまざま

な記録資料が生み出され蓄積されて

いきました。それらは研究者としての人生

の記録そのものと言ってもいいでしょう。

時代によって記録手法や使用する道具

は変わりますが、基本的な調査・研究の

流れは今も同じです。しかしながら、研究

の基盤であるスケッチやメモ等のこれら

の記録資料は、標本のように厳重に保存

されることも、論文のように発表され広く

共有されることもありません。研究者の

退職後は研究室や自宅で保管され、

あるいは処分されることもあったでしょう。

保存への道

　条件が整い記録資料の保存に繋がる

こともあります。例えば研究者が他界した

後、残された家族に研究への理解と

資料を役立ててほしいという強い思いが

ある場合、博物館に資料を寄贈したい

という連絡を下さることがあります。この

とき、受け入れる博物館側はそれがどの

ような資料なのか隅
すみずみ

々まで把握できて

いることは稀
まれ

です。受け入れ後に改めて

フィールドノートや日記等の資料を読み

解くことで、これまでに知られていなかった

研究の背景や、標本に関わる重要な

情報を見出す可能性もあります。その

ため受け入れの可否を判断する学芸員

は、そこに貴重な情報が含まれている

かもしれないという可能性も含めて検討

します。もちろん前提として、博物館の

収蔵庫に物理的な余裕があることも不

可欠です。

　受け入れ後は、資料をいつでも参照

可能な状態にするための整理とデータ

登録を行います。とても重要で長い時間

のかかる地道な作業ですが、博物館ボ

ランティアの皆さんの協力により着実に

進められています。この作業について

は、次の号で紹介したいと思います。

保存から活用へ

　 博物館に収蔵された記録資料は

その後どうなるのでしょうか。先に例と

して紹介したキノコの彩色スケッチに

ついては、約500枚の

資料情報を当館の

収蔵資料データベース

で 公 開 し て い ま す

（図2）。インターネット

上で公開することで、

その資料の存在を

世界へ向けて示すこと

ができるだけでなく、

誰もがその情報にアク

セスできるようになり

ます。

　これらの情報は現役

の研究者にも活用さ

れています。たとえば、

新種記載論文を発表

する際、その基準となる

標本（タイプ標本）を

同時に登録する必要が

ありますが、長い時を

経てタイプ標本が所在

不明になっていたり、

時代によっては登録

自体が行われてい

ないこともあります。こう

なると、後世の研究者

がその種について再

検討を行うことが難しくなってしまいま

す。しかし新種記載時に詳細なスケッチ

が描かれ、それが保存されていれば、

実際に当時用いられた標本がどのよう

な特徴を備えたものだったのかスケッチ

から確認することができるのです。

　全く異なる分野の研究に活用される

こともあります。カラー写真が一般的

ではなかった時代には、生物の特徴を

記録に残すために画家たちの存在が不

可欠でした（図3）。研究室に所属していた

画家はその後、洋画家として、あるいは

生物を専門に描く標本画家やボタニ

カルイラストレーターとして活躍していき

ます。当館にはそうした画家が描いた

スケッチも保存されており、美術史の

研究に活用されています。

アーカイブズの魅力とは

　 研究者が残した記録資料からは、

標本に関する情報だけでなく、研究の

背景、当時の自然環境、研究者同士の

交流の様子、当時の社会情勢等、さまざま

な情報を引き出すことができます。彼ら

が人生をかけて取り組んでいた研究の

背景に何があったのか、たくさんの修正の

跡が残る原稿やスケッチ、調査記録から

は彼らの情熱をも感じ取ることができ

ます。先人の記録を見れば、現代の科学

を享受している私たちが巨人の肩の上

に乗っていることも実感できるでしょう。

　企画展「自然史アーカイブズをひらく」

（2025年2月21日～5月10日）では、キ

ノコ、トンボ、魚、クジラ、貝化石や岩石・

地質等さまざまな分野の自然史アー

カイブズを紹介する予定です。常設展示

室にある展示標本の製作秘話等も紹介

します。ぜひお越しください。



図1.　スナガニ Ocypode stimpsoni（湯河原町

吉浜海岸）． 渡部 孟撮影（2025年5月8日）．

図2.　スナガニ Ocypode stimpsoniの鉗
かんきゃく

脚． 上： 内側, 左下： 座
ざ せ つ

節の稜
りょうじょう

状突起（a）の拡大, 右下： 
前節の突起列（b）． a と b をすり合わせて音を発生させる．

28

自然科学のとびら　第 31 巻 4 号　2025 年 12 月 15 日発行

相模湾産スナガニ類２種の鳴き声
―昭和天皇もお聞きになられた―

　わ た べ 　たけし

渡部 孟（元真鶴町立遠藤貝類博物館長）

はじめに

　本邦外洋に面した砂浜海岸には、砂に

穴
けっきょ

居するスナガニ類が生息しています。

スナガニ Ocypode stimpsoni（図1）は、

はさみ脚に発音装置（図2）があって

これをすり合わせて鳴くといわれてきま

した。筆者はその録音に成功したテープ

を滝
た き た

田八
や ひ ろ

広氏から譲り受け、所蔵して

いるので紹介します。

飼育下での録音

　 最初の録音は、1966（昭和41）年の

ことです。横浜国立大学教育学部生物

学科4年の滝田氏は、甲殻類学の泰
た い と

斗

として世界的に知られる酒井恒
つね

教授の

下でスナガニの生態をテーマに卒業

研究に取り組んでいましたが、その主なね

らいは鳴くことを突き止めることでした。

滝田氏は自宅としていた大船のアパート

の部屋に120 cmのガラス水槽を3個と

大型バケツ等数個を並べ、砂を入れて

スナガニを飼育し、鳴き声を録音しようと

試みていました。1年後輩の筆者はその

頃、スナガニの採集によく同行していま

した。主な採集地は滝田氏の住居近くの

七里ガ浜海岸でした。筆者も滝田氏の

自宅に何度か宿泊してカニが鳴くのを

二人で一晩中見守ったのですが、その

時は鳴き声を発してくれませんでした。

　滝田氏は当時まだ珍しかった自動録音

装置を東京の秋葉原で入手し、苦労の

末ついに録音に成功しました。酒井教授

に録音テープを持参してその鳴き声を

披露したところ、大変褒められたそう

です。当時、酒井教授は昭和天皇の葉山

での海洋生物のご研究の相談相手を

務めていましたので、そのテープを生物学

御研究所に持参し、陛下にお聞きいた

だいたそうです。陛下は大変興味をお

示しになり「何の目的で鳴くのか？」とお

聞きになったそうなのですが、酒井教授

は「よくわからない旨お答えした」とのこと

でした。我々なら即「オスの求愛行動か

縄張り主張でしょう」と申し上げるところ

ですが、酒井教授の陛下に対する慎重

さが伺えました。その時の録音テープは

酒井教授の逝去とともに行方がわから

なくなり、滝田氏自身のものも数度の

転居等で紛失してしまったそうです。

録音の再挑戦

　卒業後40 年が経過した2007（平成

19）年、筆者は真鶴町立遠藤貝類博物

館の設立準備に関わっていました。再会

した滝田氏と筆者の二人は久しぶりに

旧交を温め、現況や学生時代の話から

海の生物の話題に盛り上がり、筆者から

もう一度スナガニの録音をしてみません

かと提案したところ、やってみようという

ことになったのです。

　滝田氏は秦野市、筆者は湯河原町に

居住しているので、採集は湯河原町吉浜

海岸（図3, 4）を主な場所とし、時には

七里ガ浜、小田原市の酒
さ か わ

匂海岸、伊豆



図3. スナガニ Ocypode stimpsoniとナンヨウ

スナガニ O. sinensisを採集した湯河原町吉浜
海岸． 渡部 孟撮影（2020年10月21日）．

図4. 採集地の湯河原町吉浜海岸における

スナガニ類の巣穴と砂団子． スナガニ類は

海岸の砂浜に巣穴を掘って穴居し， 巣穴

近くの砂の表面に付着した有機物や藻
そうるい

類等

を口中で濾
こ

し取って摂
せ つ じ

餌する． 残り滓
かす

の砂は

丸い砂団子にまとめられ， 巣穴近くに積み上

げる． 渡部 孟撮影（2014年10月3日）．

図5. ナンヨウスナガニ Ocypode sinensis
（茅ケ崎市茅ケ崎海岸）． 渡部 孟撮影（2024年
7月10日）．

図6. 録音当時の未成熟のナンヨウスナガニ 
Ocypode sinensis（湯河原町吉浜海岸で
採集）．

図7. ナンヨウスナガニ Ocypode sinensisの鉗
かんきゃく

脚内側． 前節には突起列がみられない．
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下田近辺から房総の九十九里浜まで

採集に出かけました。

　 幸い滝田氏は録音に成功し、ここに

その音を紹介できることになったのです

（記事末・音声ファイルA, B）。筆者も

自宅でスナガニとナンヨウスナガニ O. 
sinensis （図5）（当時の判断ではミナミ

スナガニ O. cordimana としていました）

を飼育しましたが、スナガニの鳴き声を

聞くことはできませんでした。しかし、音は

スナガニに比べて小さいとはいえ、ナン

ヨウスナガニが飼育槽の中ではっきりと

鳴いている音を三晩続けて聞いたので、

滝田氏にナンヨウスナガニも鳴くので

その声を録音するように依頼し、湯河原

町吉浜海岸産の未成熟のナンヨウスナ

ガニ（図6）数個体を届けました。滝田氏は

これも録音に成功しましたので、その音も

紹介しましょう（記事末・音声ファイルC）。
ナンヨウスナガニは、はさみ脚に特別な

発音装置は見られない（図7）にもかか

わらず発音することが判明したのです。

かつて筆者は沖縄の石垣島に採集に

行った折、夜の砂浜の穴の中でツノメ

ガニ O. ceratophthalma が鳴いている音を

聞くことができたのですが、あいにくその

時は録音装置を携帯していなかった

ので録音することができずに今に至って

います。ちなみにその音はスナガニのもの

より低い音でした。ツノメガニはスナガニ

よりも体が大型だからかもしれません。

おわりに

　 録音に成功して、しばらくしてから

滝田氏は病のため帰らぬ人となって

しまいました。録音記録メモリーを受け

取った筆者は何とか滝田氏の発見と

努力を残したいと考えていました。ある

時、生命の星・地球博物館の佐藤学芸

員が講演会で酒井教授の業績を紹介

する機会がありましたので、そこに録音

したものを持参して相談したところ、ぜひ

残すべき、公表すべき貴重な資料です、と

興味を示してくれました。そして、本誌で

紹介する方法を考えてくれ、今回ここに

掲載することができたのです。

　 湯河原町吉浜海岸では昭和期には

スナガニが優占していましたが今では

ずいぶん稀
まれ

になってしまいました。ナン

ヨウスナガニとツノメガニがほとんどという

生息状況になってしまっているのは、

いわゆる温暖化の影響なのかな、と考

えています。

音声ファイル

ス ナ ガ ニ 類 の 発 音

（Rubbing sound of sand 
crab Ocypode stimpsoni
and O. sinensis）
神奈川県立生命の星・地球博物館ウェブ

サイト「自然科学のとびら」第31巻4号

（通巻121号）のページから聞くことが

できます。二次元バーコードからこの

サイトにリンクします。

A． スナガニ（O. stimpsoni）の発する大きく

繰り返す音： https://nh.kanagawa-museum.
jp/uploads/Soundfile_A_O_stimpsoni_
wavysound.mp3

B． スナガニ（O. stimpsoni）の発する小

刻みで長く続く音： https://nh.kanagawa-
museum.jp/uploads/Soundfile_B_O_
stimpsoni_pulsingsound.mp3

C． ナンヨウスナガニ（O.sinensis）の発する

音： https://nh.kanagawa-museum.jp/
uploads/Soundfile_C_O_sinensis_
wavysound.mp3



図1.　ミニ企画展示の様子（2025年7月26日〜9月6日開催）. この展示のために, 35点もの作品を

作製してくださいました.
図2.　石川県白山市の桑島層で化石調査中

の小畑 朗さん. 2004年 大橋智之氏撮影.

図3.　肉食恐竜アルバートサウルス（後期白亜

紀）の歯のレプリカ． 高さ約45 mm.
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匠の技 ー恐竜の歯のレプリカ工房ー
　　ま つ も と　　りょ う こ

松本 涼子（学芸員）

はじめに

　恐竜好きのお子さんから、「恐竜が大

好きなのですが、将来仕事に繋げるには

どうしたら良いですか？」というご質問を

受けることが度々あります。恐竜の研究

が好きなのであれば、大学の先生や博物

館の学芸員をおすすめしますが、研究

者にならなくても、「好き」という想いを繋

げていくことはできます。2025年7月26日
から約1ヶ月間、ライブラリー横のミニ

企画展示（図1）でご紹介した福井県在住

の小
お ば た

畑 朗
あきら

さん（図2）も、子どもの頃から

の「好き」という想いを繋げてきたお一人

です。ご自身の職業である歯科技工士の

技術と子どもの頃から大好きだった恐竜

を結びつけ、実物の恐竜の歯と見間違

えるほど精巧なレプリカを作製する技を

極められました。小畑さんとは20年ほど

前に、石川県白山市の化石調査で初

めてお会いして以来、数々の素晴らしい

レプリカを研究用に提供してくださいま

した。ここでは、そんな匠の技を磨き続

ける小畑 朗さんについてご紹介します。

歯科技工士が恐竜の歯を作る！？

　 小畑さんは、子どもの頃から恐竜や

化石、物作りが大好きな男の子でした。

進路を考えるようになった高校生の頃、

歯科医院で見かけた歯科技工士に憧れ、

大好きな物作りで医療に貢献できること

からこの職業を選択しました。小畑さん

は歯科技工士になった後、石川県白山

市の桑島層（前期白亜紀）から恐竜の

歯が発見され、その産出地の近くに展示

施設ができたことを知ります。この施設の

見学の帰りに立ち寄ったお土産物屋で、

桑島層の化石調査を行っていた研究者

と運命的な出会いをします。これがきっ

かけとなり、発掘調査に参加するように

なりました。実は、このお土産物屋という

のは、当時、桑島化石の調査本部に

なっており、販売員の裏の仕事は化石の

クリーニング（母岩から化石を取り出す

作業）でした。ここに集う研究者や大学

院生など、多くの方と交流する中で小畑

さんは化石のレプリカの重要性を知り、

ご自身でも作製するようになります。当時

はマニュアル本もなく、歯科技工士の

知識を活用し、試行錯誤を繰り返しま

した。その成果が発揮されたのが、1999年
に発表された日本初のティラノサウルス

類の歯の化石でした。この標本は福井県

大野市から発見されたもので、発見者の

方から標本を寄贈する前にレプリカを

作製したいので協力して欲しいという

依頼を受け、本格的にレプリカ作製を

始めます。現在、小畑さんのご自宅の

洗面所にはドラフトチャンバー（排気

装置）が設置され、書斎には集
し ゅ う じ ん き

塵機

（粉
ふんじん

塵の吸引機）等、様々な道具が揃え

られた工房になっており、製作活動や

研究に没頭されています。作製された

レプリカは、研究だけでなく、国立科学

博物館や千葉県立中央博物館の特別

展にも活用されてきました。国立科学博物

館の地球館地下1階に展示されている

触
さわ

れるティラノサウルスの歯は、小畑さん

の作品です。

匠の作品

　小畑さんの作品の素晴らしさは、顕微

鏡を通して見るとよく分かります。例えば、

肉食恐竜の歯の縁に発達したギザギザ

の突起（図3）や、植物食恐竜の上下の

歯が擦
す

り合わさる咬
こ う ご う

合面の模様といった

細かな特徴が、しっかりとレプリカに反映

されています（図4）。また、レプリカの型

取り方法の1つに、鯛焼きの型の様に

2面に分けて型取りした物を、最後に繋ぎ

合わせるという手法があります。その際、

合わせ目にはどうしても線ができてし

まいます。しかし、小畑さんの作品では、

顕微鏡下で目を凝らして探さないと見

つけられない程、この繋ぎ目が目立ちま

せん（図4）。さらに、肉眼では点にしか

見えない高さ約1.6 mmの初期の哺乳類

のモルガヌコドンの歯も、細かな特徴が

しっかり複製されています（図5）。この様

に、どんな大きさであっても、正確に複製

できるのが「匠の技」と言えます。

匠のレプリカ作製工房

　これらの素晴らしいレプリカをどうやって



図4

図5

図4.　植物食恐竜イグアノドン（前期白亜紀）
の歯のレプリカ（高さ 約20 mm）. 左は頬側面, 
右は歯根部.
図5.　初期の哺乳類であるモルガヌコドン
（後期三畳紀）の歯のレプリカ. 高さ約1.6 mm.

図6.　恐竜の歯のレプリカ作製の工程． A： 型枠を作る, B： 型枠を積み上げて枠内をテープでコー

ディングする, C： 型枠にシリコーンゴムを流し込む, D： 標本を型枠から取り外し，型を休ませる．

A B

C D

31

自然科学のとびら　第 31 巻 4 号　2025 年 12 月 15 日発行

作っているのか、その手順や注意点を

伝授してもらいました。

1) 化石の状態のチェック

　 化石は非常に脆
も ろ

く、簡単に破損し

ます。そのため、型取り前に化石の状態

を確認します。標本を発掘された方や

クリーニングをされた方から、標本の状態

についてお話を聞ければベストです。

2) 化石の修復

　 化石にヒビが入っている箇所があ

れば、そこに型取り用のシリコーンゴムが

入らないようにパテで埋めます。

3）コーティング

　化石からシリコーンゴムが綺麗に剥
は

が

れるように離
り け い ざ い

型剤などを塗布しますが、

化石にシミのように残ってしまうことも

あるので、離型剤の使用には注意が必要

です。

4）型枠を作る

　型取り用ブロックで、化石に合わせた

型枠を作ります（図6A）。ブロック内側に、

養生テープ等を貼ることで、型取り後の

掃除が楽になります（図6B）。
5）型取り

　型取り用シリコーンゴムを流し入れ

ます（図6C）。気泡が入らないように、

エアーガン等を使用して、細かい気泡を

つぶします。

6）型から化石を外す

　 硬化後、型枠を外して、化石を注意

深く外します。シリコーンゴムの化学反応

が終わるまで型を休ませます（図6D）。

7）型に樹脂を流す

　シリコーンゴムにウレタン樹脂を流し

ます。樹脂には、ウレタン樹脂の他にも

エポキシ樹脂などがあります。エポキシ

樹脂は硬化が遅く（3日程度）、気泡も

抜けやすいです。一方、ウレタン樹脂は

硬化が早く、真夏の猛暑日では、1分で

硬化し始めます。ただし、樹脂には有機

溶剤が含まれるため、ゴーグルや防毒

マスクの装着、さらにドラフトチャンバー

を使用して作業する必要があります。

匠からのアドバイス

　ご家庭でレプリカ製作を楽しむ場合、

型取り材には使い切りのアルジネート

印象材や、お湯で柔らかくなる型取り材

が安心して使えます。でき上がった型に

流し込むのは、石膏が扱いやすいでしょう。

流し込んだ後は、卓上振動機を使うと

気泡が抜けやすく綺麗にできます。硬化

したら型から外し、水彩絵具等を使って

着色します。ただし、アルジネート印象材

も石膏も、台所や洗面所に流さないで

ください。パイプの中で硬化して詰まり

ます。道具は工夫して自分に使いやすい

ものを研究しましょう（図7）。

おわりに

　小畑さんの興味関心はレプリカ作りに

留まりません。化石のクリーニングの他、

現在では寄生虫の研究も行なわれて

います。恐竜は、皆さんの日常から遠く

かけ離れた存在かもしれません。しかし、

小畑さんのように自然科学への興味

関心を持ち続け、色々な場所へ出向いて

その先で出会った人達と交流を深め、

ご自身の持てる技を磨くことで自然科学

の発展に貢献される「匠」の姿は、恐竜

との関わり方には色々な方法があり、

自然科学を支える底力となっているの

だと教えてくれます。

謝辞

　 ミニ企画展と本稿の執筆に協力して

くださった小畑 朗さんに深く感謝いたし

ます。

図7.　小畑さん愛用の道具.
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ミューズ・フェスタ2026
2026年
3月14日（土）・15日（日）

　 ミューズ・フェスタは博物館の開館記念日を祝うお祭りです。地域の方々を

はじめ、来館者のみなさまへの日頃の感謝とともに、子どもも大人も博物館に

親しんでいただける企画を準備しております。この2日間は常設展示と企画展

が無料でご覧いただけます。どうぞみなさまお気軽にお越しください。 2025年 3月開催時の様子

〚 事前申し込みの講座 〛

●初めてのシダ～シダ植物の観察ポイント～［博物館］
　 日時／2026年1月18日（日） 13:30～15:30
　 対象／中学生～成人　12人
　 申込締切：2026年1月6日（火）

●岩石プレパラート作成講座～身近な道具で岩石プレパラートを
つくる～［博物館、他］

　 日時／2026年1月31日（土）　9:30～15:00
　 対象／小学4年生～成人 20人 ※小学生は保護者参加必須
　 申込締切：2026年1月20日（火）

●ほねほねパズルで学ぶ 動物の骨のかたちとくらし［博物館］
　 日時／2026年2月14日（土）　10:00～12:00
　 対象／小学生～中学生 20人 ※小学生は保護者参加必須
　 申込締切：2026年2月3日（火）

●親子でノジュール割りに挑戦
～ボリビア産の古生代の生物を調べよう～［博物館］

　 日時／2026年2月21日（土）　11:00～15:30
　 対象／小学4年～6年生とその保護者
　 　 　 　 5組（1組2～5人のグループ） ※保護者参加必須
　 申込締切：2026年2月10日（火）

●早春の地形地質観察会［県北部（相模湖周辺）］
　 日時／2026年2月28日（土）　10:30～15:00
　 対象／中学生～成人 25人
　 申込締切：2026年2月17日（火）

問合せ先
企画情報部 企画普及課
TEL: 0465-21-1515 生命の星

　図書館ってどんなところ？ たとえば学校の図書室や、住んでいる地域の図書館、

博物館・資料館等の図書室等、誰しも一度は訪れたことがあると思います。本を読ん

だり、借りたり、調べ物や勉強をしたり、お話会などのイベントに参加したりと、何かしら

お世話になったことがあるのではないでしょうか。

　 『図書館探偵団』では学校図書館、公共図書館等、身近な図書館から、専門図書館

まで、図書館の基本的な利用の仕方や、それぞれの特徴、役割を、写真やイラストを

ふんだんに使ってわかりやすく紹介しています。実際の図書館を参考にしながら、本棚

に本を並べる順番の基本ルール、本の探し方はどうすればいいの？ レファレンスサー

ビスって何？ 等の、どの図書館でも共通している使い方を解説しています。普段何気

なく利用している図書館ですが、探している本を見つけやすいように色々と工夫がなさ

れているのです。

　また、図書館におけるバリアフリーへの取り組みや、デジタル図書館のような、近年

登場した新しいサービスの利用方法、図書館のちょっと変わった取り組みについて、

実際の事例を交えての解説もあります。文字を読みやすくする工夫、手で触れて読める、

楽しめる工夫、音で聞くオーディオブックなど、いろんな人に本を楽しんでもらえるよう

に、いろいろな取り組みをしているのがよくわかります。

公共図書館についてだけでなく、専門図書館の紹介もさ

れています。特定の分野に特化した本を扱っている図書

館を専門図書館と言います。博物館や資料館、美術館

内に図書室が設けられていることも多く、一例として、

当館のライブラリーも紹介されています。一般的な図書館

では所蔵していないような専門書も扱っており、特定の

分野について深く知りたいときにとても便利です。ぜひ博物

館等に立ち寄った際には図書室がないか覗いてみてくだ

さい。見たことのないような本に出合えるかもしれません。

 ライブラリー通信 図書館探偵団 小
こばやし  みずほ

林 瑞穂 （司書）

岩崎書店　2025年

〔催し物への参加申込について〕

　 当館ウェブサイト（申込フォーム）に講座

名・開催日・代表者の住所・電話番号・申込

者全員の氏名・年齢（学年）等を入力して

お申込ください。応募者多数の場合は抽選と

なります。抽選で落選した方に対し、キャン

セル待ちの対応を行ないます。ご希望の方

は、お申込時に、その旨をご記入ください。

参加費は無料ですが、講座により傷害保険

（1日50 円／1人）への加入をお願いすること

があります｡

催し物の詳細や最新の情報は、当館ウェブ

サイト、および公式Ｘ（旧Twitter）でご確認

ください。

[公式ウェブサイト]

https://nh.kanagawa-museum.jp/
[公　　　式 Ｘ] @seimeinohoshiPR
[混雑情報 Ｘ] @seimeinohoshiCI
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〔年末年始休館のお知らせ〕

2025年12月28日（日）～
　　　　　　　　　　2026年１月５日（月）
当館は上記期間中は休館となりますので、

あらかじめご了承の上、ご注意ください。


